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ヽーーノ(ハイドロフォン

(ヒイドロフォンは、渓流を流下する掃流砂屋

（おおむねImm以上の砂礫）を間接的に連続観測

する装置である。 砂防堰堤や床固工等の構造物

に設置することが多い。 測定原理は、 河床にス

テンレス製のパイプ、 またはプレ ー トを設置

し、 掃流砂がそれらにぶつかる時に発生する衝

突音を内部に組み込んだマイクで検出し、 音の

波形を掃流砂景に変換する、 というものであ

る。

音の波形を掃流砂贔に変換する方法は、 2つ

ある。 1つは、 音の波形を積分し、 その積分値

を掃流砂量に変換する方法である。 もう1つ

は、 パイプに 衝突する回数（パルス数）を数え、

その回数から掃流砂昆を推定する方法である。

ハイドロフォンは、 濁度計や水位計等を合わせ

て設置することにより、 土砂移動のタイミングや

移動形態、 上流の荒廃状況など様々な現地の状況

を知ることができる。 このため、 これらのデ ー タ

は、 全国の渓流において砂防計画を立てる上で貴

重な資料となると考えられる。

国総研 砂防研究室（大規模土砂災害対策技術センタ ー ）

木下篤彦




